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パ
蕊
＋
麺
地
万
公
藻
の
言

契
共
團
体
の
曇
・
皇

　
な

り
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
i

I
　
，
　
川
，
川
内
に
匝
リ
レ
た
遭
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
の
’
ゼ
鰍
、
及
殺
述
別
の
内
訳

2
パ

レ
別
」
四
に
納
F
川
遜
d
亘

　
川
〔
方
以
で
納
付
レ
た
税
金
の
パ

餅
翻

一新
な
る
田
政
D
鵡
展
が
期
待
ぺ
れ
る
。

丁、

蕩
W
力
限
度
獺

一

魂
及堕
夕
公
共
四
体
の
補
助
砿
の
額

　
は
常
該
組
合
が
納
付
レ
定
國
紛
W
、
都

　
遭
府
縣
税
・
市
川
村
税
の
額
の
劉
台

　一

に
よ
り
当
頂
期
間
に
硬
レ
た
盟
用
を

　
援
分
し

た
額
を
交
付
す
る
も
の
と
す

　
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　i

こ
の
法
律
の
風
正
な
電
施
を
確
保
す

る
f
；
e
、
当
戸
砕
雨
㌦
ロ
ノ
反
組
’
け
山
に
’

レ
質
城

レ
、
又
け
郁
切
祝
り
稔
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

氾
し
プ
U
山
ら
祖
台
の
帳
醇
己
如
々
柘

五
ら
、
X
は
助
鳩
の
職
U
’
じ
’
こ

れ
ら

の
質
固
又
は
梅
在
在
す
る
蕗
が

出
來
る

助

役

に
坂
元
左
武
郎
氏

各
課
の
所
周
配
置

町

畏

助

役

牧
入
役

　
　
　
宙
　
，
、
；

緒
務
課
理
長

庶
務
係
茅
κ
．

宮

里

坂

元

幡

園

牢
田

巾原松大前
は　臼　ス．西　田

軍

吉

左
武
郎

源

助

交

江

保

夫

幸

夫
董鳩
子

宅要
⊥

葵
水
．

昏

ニ

イ
　
ひ

簗

次

パ
隆
指
導
係
毒

茶
契
技
術
員

士
木
，
一
T
逐

　
　
　

喜
林
砕
係

　
　
、
二
蕪
務

丸

山

泰

男

助
紅
．
§

L
l
l
永
九
州
方

苑

島
　
一
男

適

茅

賂

夫

fF－
1
r
－
，
1
g
－
F
F

宮

下

休

助

曳
暫
“
課
昆

　
　
　

差

谷宮｝甲水原中
1］名　川　JP　研冠　口　村

嘉　　畿f火1寒、1、

則L茸　人　白　’：一

一凹
定
費
産
ふ

檀
塁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
桓
F
，
　
　
封

　
　
　
　
　
　

菊

在

ぼ
禽
珪

務
局

　
　
　
書
記
長

矢

野

　
　
　
　
　
　

垣

内

公
民
賠

僻
長

　
　
　
副
館
長
村

　
　
　
　
　
　

倍

臥

百

己

西

町
畏
験
務

　
　
山

仲

　
　
井

孝

子治一4　助

怜

計

aga
係

産

戸
晒
係
圭
任

中池山占
附百下元

数
百
鴫
鏡
螺
長

塵
係
窪
削

警
係
主
任

衛

係
モ
任

　
　
　
嘱
、
些

待

旙
　
巳

品
汗
悟
ぽ

．
胸
工
水
俺
係

助
役
鑛
務

田

獺
，
原

別　池　tiF　呂　」乏　今　原　栂　久

府　吉　屡　旧　・元萱　村　日　所　保

親

喝

凋
－
代

白

彦

俊

夫

　
　
店
、

，
叫
．
占
、

，
伯
光

院

勢

ハ
ル
ノ

唱
市
、
士

恩

堕

△
施
の
手
借
り
た
い
饅
ポ
の
へ
’
ご
ろ
泥
極
に
疋
眺
へ
⑰
き
の
か
き
入
れ
時

△
仕
鐵
も
な
／
遊
ん
1
　
p
m
守
を
ね
ろ
う
人
家
を
廻
り
手
畠
次
巧
盗
む

△
物
酋
の
盗
み
ち
出
來
心
て
こ
い
ら
に
慾
レ
い
ち
の
苧
お
く
の
ぴ
罪
つ
く
U

△
戻
子
怯
と
み
た
ら
抑
演
り
4
す
る
捕
竃
は
す
ぐ
い
伍
所
へ

△
百
咀
車
は
施
錠
レ
て
ぱ
未
目
D
四
に
あ
つ
た
ら
品
悌
ぽ
手
を
出
す
と
思
へ

犯防の夏

△
子
供
も
油
断
は
な
・
、
ぬ
茶
棚
か
g
四
千
閥
盗
ル
ち
使
つ
1
　
p
t
）
た

こ
と
b
り
　
争
こ
ら
ヘ
コ
か
ぬ
，
1
と

△
出
來
．
O
丈
田
品
居
を
お
く
家
を
出
た
倦
は
厄
柘
が
ね
s
う
。

お
茶
を
の
み
な
が
ら

△
田
に
畑
恒
ぱ
で
郡
落
の
出
入
占
い
開
張
を
レ
て
お
さ
不
審
な

　
人
は
す
∧
、
L
在
所
（
沖
絡
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
沓
乞
ず
ろ
人
は
出
泌
心
5
あ
る
、
く
主
の
人
も
い
ゐ
川
つ
て
知

　
ら
ぬ
振
花
す
る
と
良
い
気
に
な
つ
て
次
々
．
』
硲
む
。

△
見
の
夜
短
く
媛
れ
て
持
出
れ
香
7
醗
ノ
ぬ
＆
人
に
入
：
れ
ぬ
擁
P
纈
ほ
品

△
以
ゼ
豆
相
が
悪
い
畑
漢
の
併
倒
も
ハ
一
頃
暴
行
さ
れ
ヂ
、
口
迫
し
め
り
れ
る
。

△
以
は
子
供
ぷ
遊
び
が
多
い
親
の
放
任
が
不
良
叱
の
本
。

△
雁
隅
の
盗
難
は
今
頃
油
断
を
す
ρ
と
ひ
と
リ
ア
屠
蜴
に
M
く
。

△
娃
火
巳
消
つ
ほ
へ
疲
火
が
飛
ん
で
大
火
と
な
つ
た
こ
と
あ
り
。

＿＿＝二＿＿＿＿■■■■■■■■■■■■■■■■■■t
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L
；

［

＿

N
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c

L

”

t

．

日
　

一一’－viS

（2’）号5報町占根大

X
　
h
．

　
　
　
1

　
r
よ

．

和26年6月20日
四
月
選
堪
で
＋
名
の
新
人
を
加
え
た
大

根
占麗
禽
に
て
は
’
五
月
八
目
第
一

回
臨
㎜
瞠
岨
題
招
集
謡
長
に
本
篭
清
氏
、

副
礪
長
に
諏
訪
原
森
助
氏
選
題
に
よ
り

絶
対
多
数
を
以
て
笛
選
し
た
本
釜
。
羅

　議：’會　の　窓

正副議長決定
臨時第一回町議會

湿
畏
の
挨
拶

あ
り
、
引
緬

議
事
に
入

り
一
嵩
蒙

町
穐
賦
課
徴

牧
㈱
例
の
改

正
原
案
可
決

11号
議
案
大

山
瀧
皇
苗

に
な
る
蓉
貝

曹
條例
の
一

部
敗
正
原
案

可
決克
た

役
場
機
構
の
改
正
成
る

臨
時
第
二
町
議
会

曇
量
は
・
今
警
傷
の
墾
美
れ
量
・
大
山
竃
毫
町
長
よ
り
同

こ
の
委
員
宙
條
例
の
改
止
鮎
は
今
家
ζ

五
の
委
員
宙
が
六
つ
に
な
る
　
朗
ち
財

政
委
員
宙
敏
育
民
生
委
員
曾
林
蒼
杢
愚

曹
土
木
委
員
曹
経
済
委
員
会
懲
罰
委
員

会
で
あ
る
今
一
つ
の
改
正
脾
委
員
長

の
選
任
を
そ
の
委
員
宙
内
で
の
互
選
で

あ
つ
た
も
の
亭
謡
轟
員
全
部
で
遇
出

　
　
　
　
　
　
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

吾
二
＋
百
震
第
二
町
讐
零
わ
れ
た
が
醤
三
嚢
塾
妄
結

居
た
役
湯
の
事
務
機
鰐
ψ
改
正
案
が
三

w
w
と
し
て
量
巻
鶴
巴
豊

決
さ
れ
た
改
正
の
要
粘
は
今
迄
穂
務
塞

に
属
レ
て
居
た
敬
育
厘
生
衛
生
咋
が
藪

人
痴
推
耀
全
員
同
蔵
レ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ヒ
　
　

ζ
の
外
に
宿
利
原
稜
区
に
無
集
配
郵
便

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ら

ロ同
設
置
方
に
つ
い
て
縞
願
す
る
こ
と
＼

　　　　　　　　　　　　　　
天磐
§
遥
方
y
つ
い
て
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
パ

竃
課
と
レ
プ
独
彦
曇
の
内
頂
撃
る
件
雷
薮
器
に

よ
U
工
木
建
築
林
藺
を
分
離
レ
て
土
木

課
と
レ
穐
務
課
に
て
鍮
務
レ
て
居
た
固

定
責
塵
函
慣
を
固
定
資
薦
恨
員
を
設

け
て
独
立
せ
レ
め
た
も
の
で
あ
る
筒
今

迄
経
済
課
に
属
し
で
い
た
統
討
調
譲

は
偲
務
課
に
属
す
る
こ
と
＼
な
つ
危
。

助
役
牧
入
役
に
つ
い
て
は
町
畏
の
選
任

せ
ん

と
す
遼
差
罐
閨
覇
両
讃
川
の
各
奮
撲
定

氏
に豊
§
レ
で
町
の
三
役
は
量
と
レ
で
本
善
松
一
π
曇

揃
つ
w
s
で
あ
。
o
本
提
塵
よ
り
両
蟹
を
警
窪
・
・
第
二
町
議
留

一こ
の
二
件
は
必
要
に
懸
じ
そ
は
直
接
陳

｝債
の
方
法
な
ど
も
考
慮
す
る
よ
う
に
と

秀
こ
と
p
あ
つ
た
。

量
豊
レ
て
上
ノ
護
穆

方
の
件
は
土
木
委
Ω
会
に
付
託
す
る
こ

と
と
し
で
最
後
に
各
馨
員
長
の
選

予
曽
緩
讃
、
§
実
山

林
産
川
辺
、
土
木
馬
込
、
経
済
落
司
、

1　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
コ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摺
㎡
酋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

す
る
と
云

う
．
｝
と
に
警
れ
た
委
員
遵
奮
豊
亭
操
器
．
で
い
る
r
乎
髪
．

長
の
選
堪
は
次
回
に
行
う
こ
と
1
レ
て
が
監
査
委
員
の
一
人
議
員
巾
よ
り
選
出

閉
曹

突
hl
｛f

期
渦
了
の
た
め
そ
の
選
任
が

（
議
薗
顕
務
局
）

畠
の
藷
改
正
唇
（
遺
る
禦
と
御
禦
が
あ
っ
て
こ
そ
’

uR

g
o
g
1
p
t
，
）
各
市
爵
内
の
固
量
曇
碧
醤
翼
る
意
れ
李

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
か
ら
宜
レ
く
御
願
い
致
レ
ま
す
。

‥轄
鴛雛
噸
熟
鷲
誘
醗
罷
誌
肋
雛
騨
舞
雛
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

い
た

り
、
嚢
黍
レ
た
り
遭
り
の
竃
を
打
髪
當
護
い

㎏　　含　　　　δK　l以

で地荷ゐ外な桔車責のレは等産≦各合は＾業liE　帳　除　　但　の
は　　r印　く　　レ　　甲

畠璽vt島撰

篇固定資産評憤員の職務につい1

　　　　　　観　　゜　　　には竃
工
場

窟
娼
モ
の

宅

山
林

原
野
そ一

霧畠惣

竃霧雑
秀蛋爲
式買垣
壬霧言

脳招割月大同知い先本次闘一f「－ E一房

竃
る中
とで思　，b
いり

芝託覆巴昊蛋M占限　　　　　　　　　藁り痘畠裏奨I娃鯛琴“鯵富雛舗本　if1

起
レ
て
本
年
も
笑
額
の
内
に
供
出
レ
て

下
さ
繋
工
う
e
s
g
て
瑠
い
里
念
川
縷

萎
・
警
竃
貰
・
畜
で
・
員
・
予
・
　
嘉
の
星
昨
畿
霞
出
に
竃
ぎ
た
．
蓑

乃
零
暴
す
。
毘
篇
爾
変
く
・
琶
夕
震
か
語
m
レ
デ
戴
勇
藩
件
蓋
嬰
れ
■
工
藁
エ
漫
池
田
に
螢
。
建

声

（
一
）
寄
生
虫
の
発
育
楼
相
及
繁
殖
状

　
態
寄
生
虫
の
報
類
け
沢
山
あ
り
棄
す

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　　
　
　
　
　

1

が
、
人
体
に
最
も
書
を
な
す
：
の
姻
虫

乎
二
指
噛
虫
に
つ
い
て
、
そ
の
発
育

　
の
操
相
及
繁
殖
w
態
L
）
つ
い
て
少
し

妃
レ
て
み
ま
す
e

（イ
）
蝸
虫
卵
が
食
物
と
共
に
冑
か
ら

　
膨
に
行
く
と
幼
虫
は
般
を
破
つ
て
這

　
い
出
し
、
願
壁
を
貫
き
そ
こ
か
ら
ソ

　
融
の
方
に
行
つ
て
、
一
定
の
成
熟
期

　
を
S
）
A
に
過
レ
、
モ
れ
か
ら
氣
管
を

　
博
つ
て
士
方
に
登
り
、
涼
門
に
咽
喉
に

　
廉
て
こ
、
で
壁
砥
や
食
物
と
共
に
再

　
び
呑
み
込
s
．
れ
、
墓
に
下
り
圏
を

　
経
て
小
藤
に
至
”
此
巳
で
窪
長
レ
て

　
、
成
虫
と
な
る
の
で
栖
リ
N
す
’
7
ち

水
申
弔
汚
物
矛
食
べ
て
生
長
し
東
す
註
皆
通
「
こ
や
レ
ま
け
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　

1

こ
の
幼
虫
州
艀
化
レ
て
か
、
h
二
三
日

　
　
　
　
　
　
’
N

を
経
る
と
胆
皮
す
る
州
更
に
四
五

日

免
ぼ
る
二
再
二
回
目
の
脆
皮
の
形

と
な
る
。
此
の
時
尺
徽
は
㊤
郎
と
全

然
別
れ
ず
に
完
全
焦
誕
の
形
と
な
つ

て
鹿
り
虫
体
を
包
ん
だ
ぼ
拒
騨
と
な

リ
腿
勢
委
員
留
で
処
理
す
る
こ
と
に
役
す
る
揚
合
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

な
り
ま
し
た
ロ
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヨ
し
ば
レ
ぱ
ル
を
ぬ
え
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
か
け
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

呼
吸
〃
絃
や
疲
れ
の
裾
度
に
庁
迂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
O
こ
二

稻
、
「
召
司
・
・
曇
農
嚢
窯
竺
塞
節
．
」
広
ウ
マ
マ
竃
吐
通

　
　　
Y
』
m
e
u
a
e
￥
e
q
　
・
　
g
a
t
s
．
R
a
g
，
レ
を
よ
く
㎏
ム
叢
い
よ
う
．
」
ξ
二

　　　出
・
許
可
藷
ね
編
2
ξ
と
が
窃
。
あ
る
0
a
s
の
間
‥
裡
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
云
わ
れ

　
る

の
は
こ
の
十
三
指
鵬
恨
の
入
っ
N

［　
後
と
思
つ
’
よ
い
と
ム
わ
れ
て
し
す

　
’す
。
　
　
　
　
　
　
一

「（
ハ
）　

〈
g
K
1
匹
の
百
の
曇

　
は
十
万
で
あ
り
雫
す
。

　
成
育
レ
た
姻
虫
の
長
さ
雌
虫
は
一
艮

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　
　　　　一

担
バ
購
に
曜
れ
ぽ
躍
に
膨
ー
故
陳
ぽ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

1

か
り
で
な
く
実
に
柏
壊
で
栖
り
又

望
の
款
も
P
t
”
，
、
な
い
曝
畠
⊥

崖

す
、
一
般
症
扶
叶
異
味
、
接
が

な

く
な
・
よ
く
霞
と
3
蟹
旦

g
v
a
、
v
a
g
、
腸
黍
す
こ
童

　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
父
貧
血
脱
力
を
來
レ
し
げ
ー
｝

ホ
、
夏
に
は
蔑
選
を
い
つ
　
e
よ
く
商

え
る
こ
と

一こ
の
繹
ん
耐
の
通
り
頂
誠
利
子
が
引
上
4
、
借
用
し
た
本
は
必
ず
期
B
内
に
4

事
に
な
呈
し
た
o

塑
史
力
口
に
起
る
病
気
は
た
く
」
、
±

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
保
虫
遇
は
戸
臼

の
九
〇
％
以
上
と
云
わ
れ
ま
す
か
ら

そ
の
人
仏
に
及
ぽ
す
轡
0
如
何
に
多

大
な
る褒
思
わ
れ
ま
す
。
十
一
荊

鳴
虫
に
柱
一
．
れ
る
と
初
期
は
格
別
な

菖
定
習
竺
藁
つ
た
利
子
の
つ

　
　
　
　
　
　
く
貯
金
）

　
　
一
ケ
N
　
x
分
四
厘

　
　
六
ケ
月
　
　
四
分
九
厘

　
　
参
ケ
月
　
参
分
八
厘

第
九
回
た
か
ら
定
期
頂
⑥

　
　
今
度
の
辛
週
は
ど
な
た
に
ー
　
　
一

一

口

萱
千
圃
　
　
　
　
　

E
閲

六
ケ
月

E
宥
釜
　
十
万
圃
か
つ
十
八
圓
求
で
j

　
　
　
　

宰
く
．
、
な
シ

　
唄
胃
に
．
『
込
つ
S
パ
い
o

本
す
る
こ
と
。
（
，
迄
一
閂
以
上
句
借

り
つ
放
ノ
A
人
憶
君
U
芙
ノ
た
。

今
後
穴

殿
噴
に
延
惇
手
数
料
（
↓
日

一
服
に
つ
モ
弍
3
を
敬
投
ノ
r
、
す

周
期
冥
憤
個
く
L
日
’
　
e
s
体
　
（
w
t
t

遡
、
婦
＾
、
菌
、
当
亨
宿
曹
冒
・
子

五
ヨ

と
y
つ
亡
パ
巨
ダ
。
唱
●
ぼ
と

ト
ヱ
々
血
』
一
D
虐
よ
毎
署
一
、
、
す
o

禽
粗
責
田
か
菖
・
ξ
巴
「
豊
。
s
i
の
÷
y
　
t
2
e
s
　
e
な
い
“
合
豆
亨

鷲竃
難
読
誘
竃
玲
水
詩
綜
議
灌
禁
鱒
簿
鰭

難ジ“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

r
m
v
a
N
く
w
a
い
円
光
が
隅
＿
“
．
　
p
t
i
す
る
e
w
の
“
M
A
上
の
礪
一
憤
館
．
、
⑮
霞
‥
．
藻
狸
藩
疋
巡
チ
、
い
R
“
一
で
t
f
　
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
t
？
t
l
　
”
ば
　
，
二
ち
つ
二
週
る
　
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
1

夏の循生手帖
．・●V．．～’　．V・’～

恐
／

る

べ

き

看
イ
ン
ク
昌
“
≧
々
レ
§

i”
’
が
才
蓄
ノ
v
、
、
に
ナ
。
羽
鳴
あ
が
り

ies閑
関
に
は
、
箪
非
一
哩
公
品
鱈
二
R

下
で
ド
さ
一
パ
。
公
弓
償
法
町
品
の
・
人
丈

ペ一

実
り
茶
の
飼
e
ナ
o

自
分
D
誠
み
た
い
媒
．
，
〈
s
2
も
認
‥
．
上

寄
生
虫
の
生
態

姻
虫
の
幼
虫
は
必
ず
一
度
馳
但
を
鋤

つ
て
來
な
け
れ
ぱ
発
育
レ
な
い
の
で

－

己

そ

る
、
而
レ
て
生
胃
ン
．
活
溌
に
蓮
動

す
る
。
そ
こ
で
人
体
ド
噂
れ
る
磯
歯

が
あ
る
と
皮
膚
か
ら
侵
人
，
慶
膚
か

一

∩
己
人
レ
た
幼
虫
は
皮
下
の
只
、
啓

や
ぬ
O
繍
か
ら
肺
に
行
つ
で
努
白
じ

蠣
虫
と
帆
0
の
鰻
路
を
取
つ
て
吊
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

に
上
り
貿
せ
■
轟
に
毫
つ
で
成
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

F

レ
母
虫
と
な
る
の
で
抄
り
ま
す
e
　
，

L
　
．
　
f

O

’
　
d

r
「
　
・

　
－

■
　
’

’

二
、
三
寸
に
ψ
す
る
も
の
が
’
白
」
雄

虫
は
八
↓
袖
．
で
す
。

B
十
二
指
弱
虫
は
鵬
内
で
竪
千
匹

も

生
活
し
て
い
る
宰
が
あ
り
ま
す
。

＄
育
レ
た
十
二
指
膨
虫
の
疑
さ
は
雌

で
三
四
分
位
雄
は
そ
れ
よ
り
は
る

か
に
小
ぎ
い
も
の
で
す
e

（，1

）
，
P
i
n
虫
曇
に
よ
る
病
牛

A
　
　
t

（

．

－
亭
゜

の

　
封
策

δ
8
1
ー
頂
儂
る
よ
う
繕
中
で

e
p
a
形
に
盟
垂
じ
・
己
亙
3
ま
オ
か
ら
、
餐
か

告

森
旅
掃
合

森
抹
三
一
●
占
．
．
偲
、
虞

璽
三
、
ピ
歪
，
、
、
き
是
緩
蓋
の
氏
名
蚤
畠

鼻
腔
か
し
く
漸
に
は
脳
の
症
状
を
起

レ
、
て
ん
か
ん
の
礫
な
発
作
を
起
～

こ
と
が
あ
り
す
．

銅
虫
の
数
が
甚
だ
多
く
な
る
乙
か
た

京
U
と
な
つ
て
腸
の
閉
塞
勺
鱈
レ
、

黄
痕
の
原
因
と
な
り
、
そ
の
他
四
η
、

食
山
、
咽
双
瓢
唱
枝
、
に
遣
い
込
み

慧
藻
レ
告
し
享
・
こ
の
s
l

‘

t
II

い　　
’
［
t

く

e
リ
ま
す
ご
の
量
か
、
亙
亙
い
。

と
小
見
は
発
青
が
懇
く
な
」
、
心
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
る
こ
と
に
な
り
ま
レ
た
む

竃
難
羅
警
民
生
課

己
つ
　
’
与
，
3
　
｛
段
林
法

kl
反

り
返
る
よ
・
に
な
り
質
岬
で
を
っ
櫛
搬
摘
み
出
x
る
よ
う
に
』
口
刈
レ
，
鷲
熟
灘
鷲
⌒
翼
，
三
．
ξ

111、
冠窺
祭
用
酒
類
乃
配
給
は
今
後
牛
写
ひ
亘
ノ
く
官
役
レ
亀
戸
苦
に
か
f
は
森
林
浅
詮
一
二
酋
ゴ

．

王鮪
え
っ

る
場
皆
l
多

く
、
体
温
が
高
く
な
り
、
れ
て
、
文
工
9
亀
一
簑
式
所
C
藁

呼
吸
誤
聾
茸
ご
零
加
し
、
早
ぐ
手
當
レ
制
頂
竃
・
2
」
■
塚
亀
続
制
が
行
N

　
e
s
f
．
　
i
．
t
t
　
M
1
ノ
’
覧
す
こ
と
が
栖
る
れ
る
・
1
聞
ゴ
d
涙
頗
侍
占
が
林
野
・

（
e

L

ハ

“主
一
て
ま
，
」
鍔
を
瑠
い
校
？
窒
・
ミ
ん
ξ
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
　
タ
を
ニ
へ
ぬ
い
で
ぢ
ヂ
ロ
こ

’e
’
　
’

t◆


